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耳
みみ

・鼻
はな

 のしくみと役
やく

割
わり

音
おと

を聞
き

く

●�内
ない
耳
じ
は目

め
の裏
うら
側
がわ
あたり

にある
●�中

ちゅう
耳
じ
は、耳

じ
管
かん
という管

くだ

で鼻
はな
の奥
おく
とつながって

いる

副
ふく

鼻
び

腔
くう

副
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鼻
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腔
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介
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耳
じ

中
ちゅう

耳
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耳
じ

管
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●�鼻
はな
の空
くう
間
かん
（鼻

び
腔
くう
）は、

顔
かお
の奥
おく
に広
ひろ
がっている

●�鼻
び
腔
くう
には、3つのひだ

によって仕
し
切
き
られた、

３つの空
くう
気
き
の通
とお
り道
みち
が

ある

●�鼻
はな
のまわりには、大

だい
小
しょう

の空
くう
洞
どう
がある（副

ふく
鼻
び
腔
くう
）

上
じょう

鼻
び

道
どう

中
ちゅう

鼻
び

道
どう

下
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鼻
び

道
どう

●�鼻
び
腔
くう
はうすいかべ（鼻

び
中
ちゅう
隔
かく
）

によって、左
さ
右
ゆう
に仕

し
切
き
られ

ている

鼓
こ

膜
まく

耳
じ

管
かん

耳
じ

小
しょう

骨
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三
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半
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規
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蝸
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前
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庭
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経
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耳
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介
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外
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耳
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道
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鼻
はな
へ

脳
のう
へ

体
からだ

の回
かい

転
てん

や傾
かたむ

きを感
かん

じる

においを感
かん

じる

体
からだ

にやさしい空
くう

気
き

を取
と

り入
い

れる

きゅう球
きゅう

鼻
び

腔
くう副
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鼻
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腔
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舌
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副
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鼻
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外
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鼻
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孔
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（鼻
はな

のあな）
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① 音
おと
は、空

くう
気
き
の振
しん
動
どう
として耳

みみ
に届
とど
く。

② 空
くう
気
き
の振
しん
動
どう
が、鼓

こ
膜
まく
を振

ふ
るわせる。

③ 鼓
こ
膜
まく
の振
しん
動
どう
が、耳

じ
小
しょう
骨
こつ
に伝
つた
わる。

④ 耳
じ
小
しょう
骨
こつ
が蝸

か
牛
ぎゅう
の中
なか
の液
えき
体
たい
をゆらす。

⑤ �液
えき
体
たい
のゆれで蝸

か
牛
ぎゅう
の中
なか
にある感

かん
覚
かく

細
さい
胞
ぼう
を刺

し
激
げき
する。

⑥ �感
かん
覚
かく
細
さい
胞
ぼう
が受

う
け取

と
った

音
おと
の情
じょう
報
ほう
が、神

しん
経
けい
から

脳
のう
に伝
つた
わる。

⑥

⑤

④

③
②

※�蝸
か
牛
ぎゅう
のうずまきの中

なか
の音
おと
を感
かん
じる感

かん
覚
かく
細
さい
胞
ぼう

は、入
い
り口
ぐち
に近
ちか
い所
ところ
ほど高

たか
い音
おと
、中
ちゅう
心
しん
部
ぶ
分
ぶん

では低
ひく
い音
おと
を感
かん
じる

つち骨
こつ

　　きぬた骨
こつ

　　　　 あぶみ骨
こつ

耳
じ
小
しょう
骨
こつ

三
さん
半
はん
規
き
管
かん
の根

ね
元
もと
のふくらみの部

ぶ
分
ぶん
に回
かい
転
てん
運
うん
動
どう
を

感
かん
じる感

かん
覚
かく
器
き
がある。

前
ぜん
庭
てい
の中

なか
には、耳

じ
石
せき
器
き
という体

からだ
の傾

かたむ
きや加

か
速
そく
度
ど
を

感
かん
じる部

ぶ
分
ぶん
が 2つある。

※ �3つの半
はん
規
き
管
かん
はそ

れぞれ直
ちょっ
角
かく
になっ

ていて、リンパ液
えき

が入
はい
っている

●回
かい
転
てん
を感

かん
じる感

かん
覚
かく
細
さい
胞
ぼう
には

毛
け
が生

は
えていて、クプラとい

う毛
け
の束

たば
をつくっている。

●頭
あたま
が回

かい
転
てん
すると、半

はん
規
き
管
かん
の

中
なか
のリンパ液

えき
が、回

かい
転
てん
と反

はん
対
たい

の方
ほう
向
こう
に流

なが
れる。

●リンパ液
えき
の流

なが
れがクプラを

動
うご
かすと回

かい
転
てん
の方
ほう
向
こう
がわかる。

回
かい

転
てん

の方
ほう

向
こう

リンパの
流
なが

れ

クプラ

※ �2つの耳
じ
石
せき
器
き
は

　おたがいに直
ちょっ
角
かく
になっている

●ゼラチンのような物
ぶっ
質
しつ
の

上
うえ
に、耳

じ
石
せき
という粒

つぶ
がのっ

ている。
●頭

あたま
が傾

かたむ
くと、耳

じ
石
せき
が動

うご
い

て感
かん
覚
かく
細
さい
胞
ぼう
の毛

け
を刺

し
激
げき
して

傾
かたむ
きがわかる。

耳
じ
石
せき

頭
あたま

の傾
かたむ

き耳
じ

石
せき

の
動
うご

き

●においのもとは、目
め
に見

み
えないにおいの分

ぶん
子
し
。

●鼻
び
腔
くう
の天

てん
井
じょう
部
ぶ
分
ぶん
にきゅう細

さい
胞
ぼう
が集

あつ
まっている

きゅう粘
ねん
膜
まく
がある。

●においの分
ぶん
子
し
がきゅう粘

ねん
膜
まく
の粘
ねん
液
えき
にとける。

●きゅう細
さい
胞
ぼう
は、粘

ねん
液
えき
の中
なか
にアンテナのように線

せん

毛
もう
を出

だ
していて、においの分

ぶん
子
し
の刺

し
激
げき
を受

う
け取

と
る。

●きゅう神
しん
経
けい
は、きゅう球

きゅう
から大

だい
脳
のう
へとにおいの

信
しん
号
ごう
を伝
つた
える。

きゅう球
きゅう

においの分
ぶん
子
し

きゅう腺
せん

（粘
ねん
液
えき
を出

だ
すところ）

きゅう神
しん
経
けい

きゅう細
さい
胞
ぼう

きゅう線
せん
毛
もう

脳
のう
につながる

きゅう粘
ねん
膜
まく

※�きゅう球
きゅう
は、大

だい
脳
のう
の底
てい
面
めん
にある。

※�きゅう神
しん
経
けい
は薄
うす
い骨
ほね
に開

あ
いたあなを

通
とお
ってきゅう球

きゅう
につながっている。

※�きゅう粘
ねん
膜
まく
の

大
おお
きさは切

きっ
手
て

1枚
まい
分
ぶん
くらい

耳
じ

管
かん

の出
で

口
ぐち

鼻
はな
毛
げ

鼻
はな
水
みず

鼻
はな
くそ

かわいた
冷
つめ

たい空
くう

気
き

湿
しめ

った
温
あたた

かい空
くう

気
き

の
ど
を
通と
お
っ

て
肺は
い
へ

※�鼻
び
腔
くう
の粘
ねん
膜
まく
には、たくさんの

毛
もう
細
さい
血
けっ
管
かん
がある

空
くう

気
き

●鼻
はな
毛
げ
で大
おお
きなゴミをキャッチする。

●小
ちい
さなゴミやホコリは、鼻

はな
水
みず
のネバネバで

からめ取
と
り、鼻

はな
くそとして排

はい
出
しゅつ
。

●鼻
はな
水
みず
には殺

さっ
菌
きん
効
こう
果
か
もある。

●鼻
はな
水
みず
で空
くう
気
き
に適
てき
度
ど
な湿
しめ
り気

け
を与
あた
える。

●たくさんの毛
もう
細
さい
血
けっ
管
かん
を流
なが
れる温

あたた
かい血

けつ
液
えき
で

空
くう
気
き
を温
あたた
める。

肺
はい
へ

咽
いん

頭
とう

（のど）

3 つのひだ

空
くう

気
き

の通
とお

り道
みち


